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「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 

第１３条第１項の規定に基づく届出の基準について」の一部改正について 

 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法

律の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令（平成１９年政令第４４号）が平成

１９年３月９日公布され、同年４月１日に一部施行されることに伴い「感染症の予

防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第１３条第１項の規定に基づく届出

の基準について」（平成１７年６月２０日健感発第0620002号）の一部を下記のとお

り改正し、同日から適用する。 

記 

 

「獣医師の届出基準」の第８を第９に改め、第７の次に、次のように加える。 

第８ 結核 

１ 定義 

結核菌群(Mycobacterium tuberculosis complex、ただしMycobacterium bovis 

BCGを除く)による感染症である。 

２ 対象となる動物 

  サル 

３ 動物における臨床的特徴 

通常、サルは感染が進行した状態で発症し、食欲や元気の消沈、発咳、呼吸困

難、下痢等の様々な臨床症状を示し、しばしば突然死を起こすことがあるが、症

状を全く示さない場合もある。旧世界ザルでは新世界ザルや類人猿に比べて感受

性が高い。  

４ 届出基準 

(1) 獣医師は、次の表の左欄に掲げる検査方法により、サル又はその死体につい

て結核の病原体診断をした場合には、法第 13 条第１項の規定による届出を行



わなければならない。この場合において、検査材料は、同表の右欄に掲げるも

ののいずれかを用いること。 

検査方法 検査材料 

菌分離による病原体の検出 

核酸増幅法による病原体の遺伝子の検出 

咽頭・喉頭ぬぐい液、胃洗浄液、

気管洗浄液、糞便、病変部の組

織 

(2) 獣医師は、臨床的特徴又は疫学的状況からサル又はその死体が結核にかかっ

ている疑いがあると考えられ、かつ、次の表の左欄に掲げる検査方法により、

当該サル又はその死体について結核に感染していると診断し、又はかかってい

た疑いがあると検案した場合には、（1）にかかわらず、法第 13 条第１項の規

定による届出を行わなければならない。この場合において、検査材料は、同表

の右欄に掲げるもののいずれかを用いること。 

検査方法 検査材料 

ツベルクリン反応試験 － 

塗抹検査による病原体の検出 咽頭・喉頭ぬぐい液、胃洗浄液、

気管洗浄液、糞便、病変部の組

織 

画像所見 胸部エックス線 

 

 


